



















































































































































観点 度数 割合 
景観 19 28.8% 
信仰 6 9.1% 
芸術 13 19.7% 
ゴミ 24 36.4% 
登山 5 7.6% 





























































































観点 度数 割合 
景観 19 28.8% 
信仰 1 1.5% 
芸術 14 21.2% 
ゴミ 21 31.8% 
登山 6 9.1% 





同じ観点 5 7.6% 
異なる観点 59 89.4% 
その他 2 3.0% 
表4　 発表後における
観点別集計結果
観点 度数 割合 
景観 21 31.8% 
信仰 4 6.1% 
芸術 15 22.7% 
ゴミ 27 40.9% 
登山 7 10.6% 





観点 度数 割合 
景観 25 37.9% 
信仰 8 12.1% 
芸術 16 24.2% 
ゴミ 27 40.9% 
登山 10 15.2% 
















4 4 4 4 4
か、授業後においては批判的思考を
どの程度行おうとしているか
4 4 4 4 4 4 4 4 4
を問い、4あてはまる、
3少しあてはまる、2あまりあてはまらない、1あて
はまらないの4件法によって実施した。その結果、
全ての項目において授業前よりも授業後の方が4あ
てはまる、3少しあてはまるの肯定的な回答が増加
していることが分かった。その中でも顕著なものと
して、質問項目⑥[一つ二つの立場だけで無く、で
きるだけ多くの立場から考えられる（考えようとし
ている）]において、肯定的な回答をした生徒は、
事前アンケートで71.2%、事後アンケートで93.9%
であった。これは、情報を自分なりに判断するにも
他の情報を組み合わせ、多面的・多角的にみること
が必要であることが認識できた結果だと考えられ
る。また、質問項目⑧[他の人の考えを自分の言葉
でまとめる（まとめるようにしている）]において、
肯定的な回答をした生徒は、事前アンケートで
66.7%、事後アンケートで90.9%であった。これは、
表出化の段階で異なる観点からの意見についてワー
クシートにまとめ、他者の意見を自分の言葉でまと
め直す活動が影響したものと推察できる。さらに、
事前事後アンケートの結果をt検定による統計的に比
較したところ、質問項目⑥及び⑧のいずれにおいて
も1%水準の有意差があることが分かった（質問項目
⑥：t=20.12、質問項目⑧：t=59.92）。これらの質問項
目に有意差が見られた要因には、SECIモデルによる
段階的な知識の蓄積を体験させたことが考えられる。
5．おわりに
本研究を通して
①　生徒が授業の活動の中で社会における認識を深
めていく過程を分析する上で、SECIモデルが
有効であることが分かった。
②　生徒がもともと持っている暗黙知を表出化さ
せ、互いに検討するというような活動は、複数
の見方で物事を見るといったような批判的思考
の態度の養成において有効であることがわかっ
た。
今後はさらに実験方法や評価方法を吟味した研究
を引き続き行っていきたい。
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